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さきにゴミムシ類全般について物質的比較 (Kanehisaand Murase 1977)と形態的比較
































第 1表 供試オサ・ムシ類の採集日と採集地-守ー 名 特徴，採集日，採集地
エゾカタピロオサ・ムシ Camtalita chinense (KIRBY) 
飛朔力があり灯火に来る. 5月中旬-9月下旬，真備町二万橋(毎年， 1夜に10匹以上の例
あり)，総社市松井，玉野市八浜，岡山市津島，賀陽町豊野.
セアカオサムシ Carabus (Hemicarabus) tuberculosus (DE]EAN et BoISDUAL) 
山地で局所的， 6月下旬-9月下旬，鳥取県日野町明智峠{毎年， 1度に10匹以上の例あ
り)，川上村蒜山高原.
オオオサ・ムシ Carabus (Ohomotterus) dehaanii CHAUDOIR 
後者に似るが前麹は紫色を宇野び第4鎖線の鎖が長い. 吉備高原以北嬢で多くない. 1976-8-1 
鳥取県大山寺町. 1976-9-30新庄村浦(朽木中7匹). 1977-9-20広島県帝釈峡. 1978-7-25 
備中町西油野.1978-8-9兵庫県波賀町道谷(土中).1978-8-9鳥取県若桜町淵見.
ヤコンオサ・ムシ Carabus (Ohomotterus) yaconinus BATES 
前者に似るが前麹は暗銅色で鎖が短い.岡山県と周辺県の平地， 山地共に多い.4月...10月
地上， 10月-3月土中.
ヒメオサムシ Carabus (Ohomotterus) jaρonicus MOTSCHULSKY 
岡山県東北部のものは前麹が茶褐色を帯び，西北部から大山寺町にかけてのものは青黒色を
帯びる. 防御物質は同一であり列記する.吉備高原以北棲で多くない.1976-5-30吉井町菊




ホソアオクロナガオサムシ Carabus (Eulettocarabus) torrecticollis Ssp. Kansaiensis NAKANE 
アキタクロナガオサムシ C.(E.) torrecticollis BATESの西日本系，吉備高原以北嬢で多く
ない.1976-6-25上斎原村森林公園近.1977-8-2勝田町駒形.1978.，8-9若桜町淵見.1978-
8-10智頭町西字塚.1980ー7-21広島県比婆山.1980-9-3中和村上杉峠.
クロナガオサ・ムシ Carabus (Lettocarabus) trocerulus CHAUDOIR 






マイマイカプリ Damasteγ blattoides KOLLAR 
平地から山地にかけて緩むが，余り多くない. 4月-10月地上， 10月-3月土中，約20例.
サドマルクピゴミムシ Nebria sadona BATES 
山地棲. 9月中旬-10月中旬，中和村津黒高原(ほぼ毎年)
カワチマルクピゴミムシ Nebria lewisi BATES 
河原に多い. 4月-12月， 5月-6月は特に多い.高梁川.小田川中下流河原(毎年)
オオマルクピゴミムシ Nebria macγogona BATES 
河原に緩むが多くはない. 5-6月. 9 -12月高禁川.成羽川中流河原(ほぼ毎年〉
マルクピゴミムシ Nebγia chinensis BATES 
平地，中山間地帯の側青年や河原に棲む.前者より多い.5-6月. 9-12月〈毎年〉
ヒメマルクピゴミムシ Nebria refle:xa BATES 
山地棲. 9月中旬-10月中旬，中和村津黒高原〈ほぽ毎年〉






第1図 1 :上左よりエゾカタピロ， セアヵ， クロナガ，ホソアオクロナガ各オザム・ン，マ
イマイカプリ，下左より，ォォ，ヤコン，ヒメ各オザム‘ン，ォォ， そのまま， ヒメ，ヵ
ワチ，ザド各マルクピゴミムシ
2:ヤコンオサムシの分泌器官 r:貯蔵嚢 い生成器官 c: 1とr聞の連結管
e:分泌官. 3~5. 生成器官，同倍率 3:エゾカタピロオザムシ 4:ヤコンオ
サムシ 5:マイマイカプリ
59巻 (1981) 95 
クロマトグラフィーにより分析同定した.一部分については質量分析計により同定を確実















第2表有機酸とサリ ・ンルアルデヒドのガスクロマトグラブ ィー の保持時間(分)
充填剤 Acet. IsoBut. Meacr. 2MeBut. Crot. 2Etacr. Ang. Senec. Tigl. SalAld. 
FAL-M 3.6 6.4 9.0 10.8 13.2 (14.8) 15.8 16.8 22.0 14.6 
FON 4.0 6.4 9.8 9.6 14.0 (14.6) 14.8 15.2 17.2 10.2 
PEG-20M 4.8 8.0 13.4 12.6 19.0 (20.4) 20.6 21.0 25.9 15.4 
FFAP 4.6 8.4 14.0 13.6 20.2 (23.2) 23.4 24.0 30.0 17.0 
PEG-40∞ 4.3 8.3 15.8 15.2 22.5 (23.0) 24.8 25.8 30.6 16.5 
F AL-M: HaPO. 25 %. 130oC. FON: A W 10 %. 140oC. PEG 20 M: A WDMCS 140oC. 
FF AP: A W 15 % 130oC. PEG-4α)():モノステアリン酸 25%.前3者は 2mガラスカラ
ム.後2者は 1mステンレスカラム.目立063型 TCD.いずれも Heガス3Oms/分.
Acet:酢酸. IsoBut:イソ酪酸.Meacr:メタアタリノレ酸， Crot: タロトン酸. 2 Etacr; 











臭気も独特であった. 2)セアカオサム、ン， クロナガオサムシ， キュウシュウクロナガオ


































































































































200種のゴミムシ類を調査 (Kanehisaand Murase 1977と未発表分)しているが， サ
リシルアルデヒドを有したのはエゾカタピロオサムシのみであった.外国産のものでは
Calosoma (米国産数種， Eisner et al. 1963， McCullough et al. 1966，オーストラリア




〈関東， 中部地方棲， 大島等 1975).4種の Pamborus(オーストラリア産 Mooreand 
Wallbank 1968)及び Carabustaedutus (カナ夕、産 Benn1973)が知られている.
チグリン酸分泌種としてオオ，ヤコン， ヒメ及びホソアオクロナガの各オサムシとマル
クピゴミムシ類全部及びミヤマメダカゴミムシと多数種を認めた.この類としては5種
のCarabus(ヨーロッパ産 Schi1dknechtet al. 1968)及び4種の Scaphinotus(米国産




る (Kanehisaand Murase 1977と未発表分).
オサムシ類の特徴の一つに上姐鎖線が隆起する種類とくぼんだ種類があり，クロナガオ
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